
 

 

 

 

 

 

 

 

校長 坂井 竹俊 

 ラグビーW 杯、日本代表の活躍が記憶に新しいと

ころです。残念ながら今回、決勝トーナメントに進む

ことはできませんでしたが、私が最も記憶に残ってい

るのは最後のアルゼンチンとの試合です。先制され、

何度も追いつきそうになりながらも勝ち越され、あと

一歩及ばず。両者が全力を尽くして戦ったことはもち

ろん、ラグビーというスポーツの素晴らしさがたくさ

んつまった試合だったように思います。見事なパスワ

ーク、相手を置き去りにする切れ味鋭いステップ、ト

ライに結びついた華麗なサインプレーそして勇敢なタックルに正確なキック。

でも、最も印象的だったのは… 

 ある番組で「ラグビーで“最も”大切なことは？」と尋ねられていた元代表

選手のこたえは門外漢の私にとって意外なものでした。間を置かずに出た言葉

は「スクラム」。地味だけど、基本中の基本。「よいスクラムが組めなければ試

合になりません」とのこと。日本代表はスクラムを徹底して鍛え上げたそうで

す。だから平均体重が大きく上回る世界の強豪とも対等に渡り合うことができ

たのでしょう。 

…そう、最も印象的だったのはひるむことなく押し続けた「スクラム」。 

伊陸小学校。全校児童 37 名。「みんなではげまし みんなで伸びよう」4 月

の始業式にこうみんなに伝えました。37 人でスクラムを組み少しずつ少しず

つ前進中です。今年度もあと 5か月あまり。チーム伊陸。引き続きの応援をど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

伊陸小スクール・コミュニティ 

令和５年１０月２４日 

まいかだより 

37人のスクラム 

伊陸小ホームページ  
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10/13 人権教育参観日・講演会 

各学級にて人権に関する授業を参観いただいた後、さくら
動物病院 院長様を講師に迎え、人権教育講演会を開催しまし
た。自然とは人間が決して作り出せないものであり、かけがえ
のないものであるということや、「相手の状況をよく知るこ
と」が重要であることを子どもたちにも分かり易く伝えてく
ださいました。自分や周りの人の命がどんなにかけがえのな
いものであるかを考えることができたようです。 

10/5～6 ６年生修学旅行 

日積・伊陸・大畠３校連合修学

旅行がありました。松陰神社・秋

芳洞・いのちのたび博物館・海響

館等を訪れ、多くのことを体験し、

思い出をいっぱい作りました。 

伊陸小神楽＆星空集会【仮称】 

 １１／２４（金） １６:００頃～ 

 場所：伊陸小多目的スペース 等 
夏休みに“熟議“を５・６年生児童と共に行いました。『伊陸

小（みんなの家）をみんなが来たい場所にするために』というテ

ーマで話し出てきた案をもとに、この度、イベントを開催する

運びとなりました。地域の皆さまもぜひご参加ください。 

１６：００頃～ 伊陸神楽（演者：神楽保存会の方・児童） 

１８：００～１９：３０ 天体教室 

（講師：山口県立博物館学芸員） 

☆詳細につきましては、後日、ポスター等でお知らせします。 

☆お問い合わせは、伊陸小教頭まで。 


